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① キリストの福音をギリシャ・ローマ文化の只中で解釈し広く伝えた使徒パウロ。【1世紀】

② 古代教会最大の神学者、西方教会の理論的指導者、ヒッポのアウグスティヌス。【4-5 世紀】

③ ボヘミヤの神学者、宗教改革の先駆け。火刑にあったヤン・フス。【14-15 世紀】

④ 福音の再発見、教会の再生に尽くしたマルティン・ルター。近代の幕開け。【16 世紀】

⑤ ルターの若き盟友メランヒトン。『アウグスブルク信仰告白』を起草。【16 世紀】

⑥ ツヴィングリ。スイスの宗教改革者。
 源泉志向、聖書のみ、信仰のみ。
 【16 世紀】

⑦ フランス語圏諸国の改革者カルヴァン。
 『キリスト教綱要』を著す。【16世紀】

⑧ イギリスでの宗教改革を指導した
 クランマー。アングリカン＝聖公
 会。【16 世紀】

⑨ 百年ぶりに第二バチカン公会議を
 召集したローマ教皇ヨハネ 23 世。
 「現代化・刷新」【20 世紀】

教会の歴史は改革の歴史
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今
号
の
内
容

�
新
聞
ル
タ
ー

2
面	

カ
ト
リ
ッ
ク
と
ル
ー
テ
ル
が
宗
教
改
革
を
共
同

	

で
覚
え
る
に
当
っ
て
の
「
共
同
声
明
」
に
つ
い
て

3
面	

宗
教
改
革
五
百
年
と
は
何
か

4
面	

現
代
の
教
会
の
た
め
に
歴
史
を
探
る

	

聖
書
を
翻
訳
す
る
ル
タ
ー

5
面	

違
う
角
度
か
ら
の
『
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
』

	

カ
ス
パ
ー
枢
機
卿
の
著
作
を
勧
め
る

	

「
ル
タ
ー
研
究
別
冊
4
号
」

6
面	

二
〇
一
六
年
秋
の
講
演
会

	

「『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
に
お
け
る
悪
の
問
題
」
石
居
所
員

	

鈴
木
所
長
は
歴
史
的
「
ル
ー
テ
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
合
同
礼
拝
」
を
報
告

	

グ
ス
タ
ー
フ
・
ア
ウ
レ
ン
『
勝
利
者
キ
リ
ス
ト
』

7
面	

十
字
架
の
愛

	

切
手
シ
リ
ー
ズ
「
ル
タ
ー
訳
聖
書
」

8
面	

研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
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二
〇
一
六
年
一
〇
月
三
一
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
ル
ン
ド
で
行
わ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と

ル
ー
テ
ル
世
界
連
盟
の
「
共
同
の
祈
り
」
の
礼

拝
に
お
い
て
、「
共
同
声
明
」
が
公
に
さ
れ
た
。

こ
の
声
明
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
と
ユ
ナ
ン
連

盟
議
長
が
署
名
を
し
て
発
表
さ
れ
た
の
だ
。

　

声
明
は
、
こ
の
宗
教
改
革
五
百
年
を
記
念
す

る
時
に
ル
ー
テ
ル
教
会
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
と
が
、
こ
の
「
共
同
の
祈
り
」
を
持
つ

こ
と
の
意
義
を
深
く
憶
え
、
教
会
一
致
の
歩
み

の
恵
み
を
証
し
、
福
音
宣
教
の
使
命
と
神
の
創

造
さ
れ
た
こ
の
世
界
に
対
す
る
責
任
に
お
い
て

協
働
し
て
い
く
決
意
と
呼
び
か
け
を
公
に
し
た

も
の
だ
。

　

全
体
は
、
五
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。

（
全
文
は
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
機
関
紙

「
る
う
て
る
」
の
二
〇
一
六
年
12
月
号
に
掲
載

さ
れ
た
。
ま
た
教
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
出
来
る
。）

こ
こ
で
は
、
充
分
な
紙

面
は
割
け
な
い
が
、
部

分
ご
と
に
表
明
さ
れ
る

そ
の
内
容
を
簡
単
に
解

説
し
た
い
。

　

ま
ず
「
感
謝
の
心
を

も
っ
て
」。
両
教
会
が

か
つ
て
の
分
裂
と
対

立
・
争
い
の
な
か
か
ら
、「
相
互
理
解
と
信
頼

を
深
め
て
」
く
る
こ
と
が
出
来
た
と
喜
ぶ
。
こ

れ
は
、
両
教
会
の
間
で
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
以
降
の
五
〇
年
間
で
急
速
に
進
ん
だ
対
話

と
、
世
界
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
の

協
力
に
よ
る
成
果
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
の
う
ち

に
告
白
し
て
い
る
。

　

次
の
部
分
は
、「
争
い
か
ら
交
わ
り
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
」。
こ
こ
で
印
象
深
い
の
は
、
あ

の
16
世
紀
宗
教
改
革
の
出
来
事
が
「
霊
的
、
ま

た
神
学
的
な
賜
物
」
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
い

る
こ
と
だ
。
同
時
に
、
そ
れ
は
「
教
会
の
目
に

見
え
る
一
致
を
傷
つ
け
て
き
た
」
と
も
い
う
。

教
派
的
視
点
に
立
つ
こ
と
よ
り
も
神
の
教
会
の

歴
史
に
自
ら
を
見
る
視
点
に
導
か
れ
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
悔
い
改
め
に

よ
っ
て
、「
和
解
の
務
め
を
妨
げ
る
歴
史
的
な

争
い
と
不
一
致
と
を
捨
て
去
る
」
こ
と
を
決
意

し
、「
過
去
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
が
、

「
何
が
記
憶
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
記
憶
さ
れ
る
の
か
は
変
え
ら
れ
う
る
」
と

大
胆
に
語
る
。「
過
去
と
現
在
の
す
べ
て
の
憎

し
み
と
暴
力
、
特
に
宗
教
の
名
に
よ
っ
て
言

い
表
さ
れ
て
き
た
そ
れ
ら
を
強
く
斥
け
」、
神

が
「
す
べ
て
の
争
い
」
を
捨
て
る
こ
と
を
求
め

て
お
ら
れ
る
こ
と
と
、「
交
わ
り
」
へ
召
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
止
め
、
そ
の
た
め
の
歴

史
へ
の
責
任
を
告
白
し
て
い
る
の
だ
。
教
会
が

現
代
の
平
和
の
た
め
に
具
体
的
に
働
く
こ
と
を

「
争
い
か
ら
交
わ
り
」
へ
進
ん
で
き
た
者
の
務

め
と
し
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
に
続
く
の
が
「
共
に
証
し
す
る
こ
と
に

向
け
て
の
わ
た
し
た
ち
の
参
与
」。
ま
ず
、
教

派
間
の
相
違
や
課
題
を
こ
れ
か
ら
の
歴
史
を
歩

む
中
で
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
を

証
す
る
両
教
会
の
使
命
で
あ
る
い
う
。
具
体
的

に
目
指
す
一
致
の
姿
は
、「
共
な
る
聖
餐
」
だ
。

カ
ト
リ
ッ
ク
と
ル
ー
テ
ル
は
、
未
だ
聖
餐
を
共

に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
い
る
現
実
が
あ

る
。
し
か
し
、
霊
的
な
飢
え
渇
き
を
持
つ
人
々

を
こ
の
食
卓
に
招
こ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
、
両
教
会
が
こ
の
食
卓
を
共
に
す
る
こ
と

が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

自
ら
に
問
う
て
い
る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
世
へ
の
奉
仕
へ
と
生
か
さ
れ

て
い
く
必
要
を
語
り
、
い
の
ち
の
尊
厳
と
正

義
、
平
和
と
和
解
を
求
め
て
い
る
人
々
に
「
近

づ
く
」
よ
う
に
神
が
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
る
と

証
す
る
。「
近
づ
く
」
と
は
、
具
体
的
に
問
題

に
関
わ
り
、
人
々
の
苦
し
み
に
触
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
共
に
生
き
る
こ
と
を
神
が
求
め
て
い

る
。
福
音
を
限
ら
れ
た
人
々
の
中
に
と
ど
め
る

の
で
は
な
く
、
苦
難
と
困
窮
の
中
に
あ
る
一
人

ひ
と
り
へ
と
届
け
る
こ
と
、
同
時
に
、
難
民
や

亡
命
を
希
望
す
る
人
々
を
具
体
的
に
受
け
入
れ

て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
球
環
境
の
問
題
へ
の
深
い
憂
慮

と
責
任
を
語
る
。
人
間
が
「
開
発
と
飽
く
こ
と

を
知
ら
な
い
欲
望
」
に
支
配
さ
れ
て
い
て
、
被

造
物
全
体
を
傷
つ
け
、
損
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
現
実
を
見
つ
め
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
世

界
そ
の
も
の
に
対
す
る
奉
仕
と
い
う
こ
と
を
地

球
規
模
に
お
い
て
全
面
的
に
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
だ
。「
神
の
世
界

の
可
能
性
と
美
し
さ
」
が
失
わ
れ
て
い
く
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
い
ま
、
そ
れ
を

次
の
世
代
に
、
ま
た
そ
の
次
の
世
代
へ
と
引
継

ぎ
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
表
明
す
る
。

　

さ
ら
に
「
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
ひ
と
つ
」
に

お
い
て
は
、
多
く
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
取
り

組
み
を
し
て
き
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
対

す
る
感
謝
を
述
べ
、
ま
た
そ
う
し
た
大
き
な
教

会
一
致
へ
の
願
い
を
祈
り
続
け
て
も
ら
え
る
よ

う
に
願
っ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ル
ー
テ
ル

の
両
教
会
の
交
わ
り
の
成
果
が
、
一
つ
の
洗
礼

に
あ
ず
か
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
体
と
し
て
結
び
合

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
生
き
よ
う
と
す
る
、
世

界
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
一
致
運
動
と
の
深
い
関

係
の
な
か
に
憶
え
ら
れ
る
こ
と
に
大
き
な
意
味

が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

最
後
は
「
世
界
中
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ル
ー

テ
ル
の
人
々
へ
の
呼
び
掛
け
」。
世
界
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
、
ル
ー
テ
ル
教
会
の
人
々
に
、

「
一
致
と
い
う
神
の
賜
物
が
協
働
を
導
き
、
わ

た
し
た
ち
の
連
帯
を
強
め
て
く
だ
さ
る
」
こ
と

を
祈
り
求
め
、
私
た
ち
が
、「
神
の
愛
の
真
実

の
使
者
」
た
る
べ
く
自
ら
を
整
え
て
、
こ
の

「
争
い
か
ら
交
わ
り
へ
」
と
い
う
旅
路
を
さ
ら

に
歩
み
続
け
る
よ
う
に
と
呼
び
か
け
る
こ
と
ば

で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
と
ル
ー
テ
ル
が
宗
教
改
革
を
共
同
で
覚
え
る
に

当
た
っ
て
の
「
共
同
声
明
」
に
つ
い
て

所
員
　
石
居　

基
夫
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今
年
は
宗
教
改
革
五
百
年
の
年
。
ど
の
よ
う

に
こ
の
記
念
の
年
を
迎
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

五
百
年
前
の
出
来
事
を
た
だ
ル
タ
ー
は
偉
い

人
だ
っ
た
と
、
記
念
す
る
だ
け
で
は
、
あ
ま
り

に
後
ろ
向
き
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
記
念
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
①
視
野

の
拡
大
、「
よ
り
広
く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
②

原
点
の
確
認
、「
よ
り
深
く
」
と
い
う
こ
と
、
③

未
来
志
向
、「
よ
り
前
へ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
第
一
に
①
視
野
の
拡
大
で
す
。
ル
タ
ー

と
宗
教
改
革
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
た
だ

ル
タ
ー
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
く
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
全
体
、
い
や
キ
リ
ス
ト
教
全
体
に

つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
な
の
で
す
。

　

い
や
い
や
、
よ
り
広
く
、
あ
る
意
味
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
生
み
出
し
た
こ
の
近
代
世

界
の
全
体
、
更
に
は
近
代
以
後
の
世
界
に
つ
い

て
さ
え
視
野
を
広
げ
て
宗
教
改
革
の
も
た
ら
し

た
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

宗
教
改
革
に
よ
っ
て
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
分
裂
し
ま

し
た
が
、
五
百
年
後
の
今
日
、
過
去
の
分
裂
を

克
服
し
、
力
強
く
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
を
合
言
葉

に
進
む
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
進
む
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。

　

第
二
点
、
②
原
点
の
確
認
で
す
。
よ
り
広
く

考
え
る
と
は
、
決
し
て
拡
散
を
意
味
し
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
逆
に
、
ル
タ
ー
が
本
当
に
言
い
た
か
っ

た
こ
と
に
私
た
ち
も
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
。「
恵
み
の
み
」

宗教改革 500年とは何か
～より広く、より深く、より前へ～

と
い
う
こ
と
で
す
。
信
仰
と
か
、
教
会
と
か
、

礼
拝
と
か
、
聖
書
と
か
大
事
な
事
柄
ば
か
り
で

す
が
、
し
か
し
結
局
一
番
土
台
に
な
っ
て
い
る

の
は
間
違
い
な
く
神
の
恵
み
、「
恵
み
の
み
」
で

す
。
こ
こ
に
集
中
し
ま
し
ょ
う
。
原
点
で
す
。

　

す
る
と
、
こ
の
五
百
年
の
過
去
を
振
り
返
る

時
、
反
省
だ
ら
け
で
す
が
、
し
か
し
神
の
恵
み

の
下
に
歩
ん
で
き
た
「
自
信
」
も
わ
い
て
く
る

の
で
す
。
自
信
が
わ
い
て
く
る
四
つ
の
文
書

（
出
来
事
）
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

　

ル
タ
ー
の
「
九
五
ヵ
条
」（
一
五
一
七
年
）、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
」

（
一
九
六
二
～
六
五
年
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と

ル
ー
テ
ル
教
会
が
共
同
で
出
し
た
「
義
認
の
教

理
に
関
す
る
共
同
宣
言
」（
一
九
九
九
年
）
と

「
争
い
か
ら
交
わ
り
へ
」（
二
〇
一
三
年
）。
し
っ

か
り
学
び
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
第
三
点
目
は
、
③
未
来
志
向
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
現
実
を
直
視
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
心
、
家
庭
、
教
育
、
仕
事
す

べ
て
が
崩
壊
一
歩
手
前
。
情
報
過
多
、
生
命
科

学
の
暴
走
、
戦
争
と
テ
ロ
と
難
民
、
そ
し
て
原

子
力
。
す
べ
て
が
私
た
ち
人
間
を
苦
し
め
て
い

ま
す
。
現
実
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
る
の
か
。
目
を
大
き
く
未
来

に
向
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
大
事
で
す
。
現
代
に

ル
タ
ー
が
生
き
て
い
た
ら
彼
は
ど
う
す
る
だ
ろ

う
か
。「
ル
ー
テ
ル
教
会
」
を
も
う
一
つ
作
る

だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
む
し
ろ
、
皆
で
共
に
生
き
て
い
く
道
を
模

索
し
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
共
生
で
す
。

過
去
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
分
だ
け
の
論
理
に
し

が
み
つ
か
ず
、
目
を
前
に
向
け
て
、
神
が
造
ら
れ
た
こ
の
す
ば
ら
し
き
世
界

を
信
じ
前
進
し
た
は
ず
で
す
。
す
な
わ
ち
「
た
と
え
明
日
、
世
界
が
終
ろ
う

と
も
、
今
日
私
は
リ
ン
ゴ
の
木
を
植
え
る
」。
リ
ン
ゴ
の
希
望
で
す
。

　
〝
リ
ン
ゴ
の
希
望
〟
を
胸
に
私
た
ち
は
、
今
年
の
11
月
、
長
崎
（
浦
上
天

主
堂
）
で
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ル
ー
テ
ル
教
会
が
共
同
で
「
平
和
」
の
祈
り
を
捧

げ
ま
す
。 

（
副
所
長　

江
口
再
起
）

五
百
年
記
念
行
事
（
ル
ー
テ
ル
教
会
・
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
神
学
校
）　

2
月
6
～
8
日

25
日

（
大
）臨
床
牧
会
セ
ミ
ナ
ー（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

（
大
）聖
歌
隊
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト（
Ｊ
・
東
京
教
会
）

3
月
20
日

28
～
30
日
（
教
）西
教
区
五
百
年
大
会（
Ｊ
・
大
阪
教
会
）

（
教
・
大
）春
の
全
国
テ
ィ
ー
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ（
高
尾
）

4
月
26
日

（
大
）ク
ヌ
ー
テ
ン
講
演
会（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

5
月
3
日

20
日

（
教
）Ｎ
Ｒ
Ｋ
五
百
年
礼
拝（
Ｎ
・
東
京
ル
ー
テ
ル
セ
ン
タ
ー
）

（
大
）デ
ー
ル
記
念
講
演
会（
Ｊ
・
東
京
教
会
）

6
月
5
～
7
日
（
大
）信
徒
と
牧
師
の
た
め
の
ル
タ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー（
三
浦
海
岸
）

7
月
1
日

17
日

（
大
）ル
タ
ー
と
バ
ッ
ハ
・
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

（
教
）ル
ー
テ
ル
3
教
会
合
同
礼
拝（
Ｊ
・
大
阪
教
会
）

8
月
7
～
9
日

22
～
23
日
ル
ー
テ
ル
諸
学
校
合
同
研
修
会（
神
戸
ル
ー
テ
ル
神
学
校
）

（
教
）ル
ー
テ
ル
法
人
会
連
合
総
会（
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
）

9
月
18
日

23
日

29
～
30
日

日
本
聖
書
協
会
講
演
会
と
晩
餐
会（
朝
日
ホ
ー
ル
）

（
大
）一
日
神
学
校（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

日
本
基
督
教
学
会
学
術
大
会（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

10
月

7
日

8
～
9
日

28
～
29
日

31
日

日
本
ル
タ
ー
学
会
学
術
大
会（
Ｊ
・
東
京
教
会
）

（
教
）北
海
道
五
百
年
合
同
修
養
会（
Ｊ+

Ｎ　
札
幌
市
駒
岡
保
養
所
）

（
教
）九
州
教
区
五
百
年
大
会（
九
州
学
院
）

（
大
）ル
タ
ー
研
究
所
講
演
と
音
楽
の
夕
べ（
Ｊ
・
東
京
教
会
）

11
月

3
日

4
日

21
～
23
日

23
日

（
教
）東
海
教
区
五
百
年
大
会（
金
城
学
院
）

（
教
）東
教
区（
Ｊ
）・
関
東
地
区（
Ｎ
）合
同
礼
拝（
Ｉ
Ｃ
Ｕ+

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

（
教
）Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
全
国
教
師
会（
長
崎
）

（
教
）ル
ー
テ
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
五
百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
合
同
礼
拝

（
長
崎
・
浦
上
天
主
堂
）

（
未
定
）	

（
大
）市
民
講
座（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

＊（
教
）
教
会
関
係　
　
（
大
）大
学
神
学
校
関
係　
　
（
Ｊ
）Ｊ
Ｅ
Ｌ
Ｃ　
　
（
Ｎ
）Ｎ
Ｒ
Ｋ
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私
の
ル
タ
ー
研
究
は
ル
タ
ー
の
神
学
が
ル
ー

テ
ル
教
会
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
の
世
界
に

ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
明

ら
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
の
日
本
に
お
け
る

宗
教
改
革
四
百
年
記
念
の
際
に
、
ル
ー
テ
ル
教

会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
の
多
く
は
ル

タ
ー
の
神
学
が
近
代
の
教
会
と
世
界
に
対
し
て

大
き
な
刺
激
を
与
え
た
と
主
張
し
ま
し
た
。
こ

の
中
で
ル
タ
ー
の
神
学
へ
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

な
理
解
の
広
さ
が
明
ら
か
で
し
た
。
多
く
の
教

派
は
ル
タ
ー
の
神
学
的
遺
産
を
自
分
の
教
派
の

も
の
と
し
て
受
け
入
れ
た
こ
と
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。

　

私
の
ル
タ
ー
の
研
究
の
も
う
一
つ
の
側
面

は
、
ル
タ
ー
と
宗
教
改
革
の
神
学
及
び
信
条
書

が
ど
の
よ
う
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
翻
訳
さ
れ

た
か
と
い
う
研
究
で
す
。
例
え
ば
、『
一
致
信

条
書
』
の
邦
訳
の
歴
史
的
背
景
を
研
究
し
ま
し

た
。
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
初
期
の
頃
か

ら
現
代
ま
で
ル
ー
テ
ル
教
会
関
係
の
信
条
書
を

翻
訳
す
る
長
い
伝
統
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
初
期
の
宣
教
師

と
日
本
人
は
、
ル
ー
テ
ル
教
会
の
歴
史
的
な
信

仰
告
白
を
重
ん
じ
、
そ
れ
を
当
時
の
人
々
に
伝

え
る
た
め
に
、
一
六
世
紀
の
信
条
書
の
中
身
を

新
し
く
翻
訳
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
し
い
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
た
め
に
は
、
信
条
書
が

繰
り
返
し
新
し
く
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

以
て
、
ル
ー
テ
ル
教
会
の
歴
史
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
生
ま
れ
た
し
、
そ
れ
は
初
期
か
ら

現
代
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
ル
タ
ー
の
研
究
の
三
番
目
の
側
面
は
、

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
側
面
で
す
。
例
え
ば
、

一
八
九
七
年
に
出
版
さ
れ
た
日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
教
会
の
最
初
の
式
文
で
あ
る
『
礼
拝
式
』
の

翻
訳
作
業
に
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ル
ー
テ
ル
教
会
の

宣
教
師
と
日
本
聖
公
会
の
元
伝
道
師
の
協
力

が
あ
り
、
さ
ら
に
当
時
の
日
本
基
督
教
会
の

助
け
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
一
八
九
七

年
の
『
礼
拝
式
』
は
、
一
八
八
八
年
の
三
つ

の
米
国
ル
ー
テ
ル
教
会
の
礼
拝
書
『Com

m
on 

Service

』
の
翻
訳
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ら

に
『Com

m
on Service

』
と
い
う
式
文
の
背

景
に
は
、
一
九
世
紀
の
米
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
典
礼
復
興
運
動
の
研
究
と
い
う
エ
キ
ュ

メ
ニ
カ
ル
な
協
力
の
実
り
も
あ
り
ま
し
た
。

　

幅
広
い
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
立
場
か
ら
ル

タ
ー
の
研
究
を
す
れ
ば
、
こ
の
関
係
を
よ
り
深

め
、
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
み
言
葉
と
聖
礼
典
の
視
点
か
ら
の
歴

史
的
研
究
は
現
代
の
世
界
に
対
す
る
公
の
信
仰

告
白
と
礼
拝
に
刺
激
と
勇
気
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
前
の
世
代
は
ど
の
よ
↘

　

ヴ
ォ
ル
ム
ス
国
会
で
帝
国
追
放
刑
に
処
せ
ら

れ
た
ル
タ
ー
は
、
ユ
ン
カ
ー
・
イ
ェ
ル
ク
と
い

う
偽
名
で
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
潜
伏
し
て
い

た
が
、
そ
の
間
に
新
約
聖
書
の
翻
訳
に
取
り
か

か
っ
た
。
一
五
一
六
年
に
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

の
エ
ラ
ス
ム
ス
に
よ
っ
て
新
約
聖
書
の
ギ
リ

シ
ャ
語
校
訂
版
が
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
ル

タ
ー
は
一
部
そ
れ
も
使
い
な
が
ら
、
目
覚
ま
し

い
早
さ
で
翻
訳
を
続
け
て
い
た
。
完
成
さ
れ
た

聖
書
を
翻
訳
す
る
ル
タ
ー

切
り
絵
　
竹
田　

孝
一

文
　
鈴
木　
　

浩

翻
訳
は
一
五
二
二
年
九
月
に
大
判
で
印
刷
さ
れ

た
新
約
聖
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
「
九
月
聖
書
」
で
あ
る
。
ル
タ
ー
訳
に

よ
る
聖
書
の
最
初
の
版
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
す
ぐ
に
売
り
切
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
早
く
も
同
年
の
一
二
月
に
は
第
二
版
の
ル

タ
ー
聖
書
が
あ
っ
て
、
何
年
か
前
に
広
島
経
済

大
学
を
訪
れ
た
際
に
そ
れ
を
手
に
と
っ
て
見
る

機
会
が
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
初
頭
に
印
刷
さ
れ

た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
ほ
ど
鮮
や
か
な
印
刷

で
あ
っ
た
。
ル
タ
ー
訳
聖
書
は
、
そ
の
後
、
ル

タ
ー
自
身
も
含
め
、
繰
り
返
し
手
が
入
れ
ら
れ

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

 

（
竹
田
氏
は
大
森
ル
ー
テ
ル
教
会
牧
師
）

私
の
ル
タ
ー
研
究

現
代
の
教
会
の
た
め
に
歴
史
を
探
る

�

所
員
　
テ
ィ
モ
シ
ー
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

↙
う
な
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
神
の
言
葉

を
宣
べ
伝
え
た
の
か
と
い
う
問
い
は
私
た
ち
に

と
っ
て
興
味
深
い
問
い
で
す
。
私
の
ル
タ
ー
研

究
は
現
代
の
教
会
の
た
め
に
歴
史
に
隠
さ
れ
て

い
る
教
会
の
告
白
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

研
究
な
の
で
す
。
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い
よ
い
よ
宗
教
改
革
五
百
年
の
年
を
迎
え
た
。

私
た
ち
の
手
元
に
は
既
に
「
推
奨
四
冊
」
が
届

き
、
各
教
会
で
は
学
び
が
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
こ
の
出
版
事
業
の
目
的
は
「
明
日
の

宣
教
へ
踏
み
出
す
た
め
に
」
で
あ
り
、「
過
去
に

学
び
、
今
を
問
い
、
未
来
に
踏
み
出
す
」
と
い

う
視
点
か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
労
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
ル

タ
ー
研
究
所
の
錚
々
た
る
皆
さ
ん
で
あ
り
、
そ

の
実
り
を
生
み
だ
す
授
産
所
は
、
毎
年
六
月
に

行
わ
れ
て
い
る
ル
タ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
に
他
な
ら

な
い
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
宗
教
改
革
五
百
年
に
焦

点
を
当
て
て
こ
の
四
年
間
、
推
奨
四
冊
と
歩
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
、「
宗
教
改
革
の
現
代
的
意

義
」、「
エ
ン
キ
リ
デ
ィ
オ
ン
小
教
理
問
答
」、

「
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
信
仰
告
白
」、「
キ
リ
ス
ト

者
の
自
由
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、

そ
の
研
究
成
果
を
『
ル
タ
ー
研
究
別
冊
―
宗
教

改
革
５
０
０
周
年
と
わ
た
し
た
ち
』
と
し
て
世

に
問
う
て
き
た
。

　

推
奨
四
冊
を
小
教
理
問
答
に
譬
え
る
と
す
れ

ば
、『
ル
タ
ー
研
究
別
冊
』
は
大
教
理
問
答
だ

と
言
え
よ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
テ
ー
マ
を

二
つ
の
切
り
口
で
味
わ
う
こ
と
が
出
来
、
入
門

的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
勘
所
を
鮮
や
か
に
指
し
示
し

て
く
れ
る
の
が
推
奨
四
冊
だ
と
す
れ
ば
、
ル

タ
ー
神
学
の
奥
深
さ
・
味
わ
い
深
さ
、
強
み
と

弱
み
、
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
面
白
さ
！
を
こ

れ
で
も
か
と
て
ん
こ
盛
り
に
提
供
し
て
く
れ
る

「
ル
タ
ー
研
究
別
冊
4
号
」 

広
島
・
松
山
教
会
牧
師

ル
タ
ー
神
学
の
奥
深
さ
も
面
白
さ
も
示
す 

伊
藤　

節
彦

の
が
『
ル
タ
ー
研
究
別
冊
』
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

最
新
の
第
4
号
で
は
「
キ
リ
ス
ト
者
の
自

由
」
を
テ
ー
マ
に
七
名
の
論
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ど
の
論
文
も
素
晴
ら
し
い
が
、
特
に

「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
が
「
奉
仕
」
へ
と
な

か
な
か
繋
が
っ
て
い
か
な
い
ル
ー
テ
ル
教
会
の

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
立
山
師
の
論
文
（
副

題
が
〈
ル
タ
ー
派
の
弱
点
？
「
よ
き
業
」〉）
と

江
藤
師
の
論
文
（
副
題
が
〈『
キ
リ
ス
ト
者
の

自
由
』
に
見
る
「
愛
と
奉
仕
」
の
神
学
的
可
能

性
〉）
が
刺
激
的
で
あ
り
、「
今
を
問
い
、
未
来

に
踏
み
出
す
」
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

ル
タ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
の
面
白
さ
は
、
ル

タ
ー
研
の
所
員
の
先
生
方
を
相
手
に
、
全
国

か
ら
志
を
も
っ
て
集
う
信
徒
や
教
職
が
宣
教

の
現
場
の
視
点
か
ら
多
く
の
問
い
を
投
げ
か

け
、
共
に
考
え
、
共
に
神
学
す
る
こ
と
（co-

theologizing

）
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
か
ら

励
ま
し
と
力
を
も
ら
っ
て
再
び
現
場
へ
と
帰
っ

て
い
く
喜
び
が
与
え
ら
れ
、
毎
年
六
月
が
待
ち

遠
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

昨
年
の
一
〇
月
三
一
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

ル
ン
ド
で
も
た
れ
た
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

と
ル
ー
テ
ル
の
「
共
同
の
祈
り
」
の
際
に
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
と
Ｌ
Ｗ
Ｆ
の
ユ
ナ
ン
議
長
が

「
共
同
声
明
」
に
署
名
し
た
。
画
期
的
な
出
来

事
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け

と
言
う
べ
き
本
が
発
行
さ
れ
た
。
ま
さ
し
く
こ

の
「
共
同
声
明
」
の
基
本
的
背
景
が
示
さ
れ
て

い
る
著
作
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ル
タ
ー
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
伝
記
を
期

待
す
る
の
で
な
く
、
ま
さ
し
く
そ
の
副
題
の
よ

う
に
、「
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
」
今

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ

と
に
、
集
中
し
た
著
作
で
あ
る
。

　

序
章
＋
七
章
か
ら
な
る
著
作
だ
が
、
著
者
に

よ
る
ベ
ル
リ
ン
で
の
講
演
を
基
に
し
た
、
本

文
四
五
頁
の
本
だ
か
ら
、
一
気
に
読
め
よ
う
。

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
か
ら
、
ド
イ
ツ
で

司
教
、
さ
ら
に
ロ
ー
マ
で
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
問

題
を
担
当
し
た
著
者
の
書
い
た
も
の
は
至
極
明

快
で
あ
る
。

　

ル
タ
ー
の
教
会
改
革
の
訴
え
と
呼
び
掛
け
に
、

当
時
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
対
抗
と
、

カ
ト
リ
ッ
ク
的
改
革
と
で
答
え
た
か
ら
、
ル

タ
ー
は
破
門
さ
れ
、
北
ド
イ
ツ
か
ら
北
欧
に
か

け
て
広
く
ル
ー
テ
ル
教
会
の
地
域
と
な
り
、
教

会
分
裂
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
続
く
時
代
は
近

代
化
の
中
で
こ
れ
を
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

第
二
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六
二
─

六
五
年
）
と
そ
れ
に
続
く
諸
改
革
は
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
を
変
え
て
い
く
。
ラ
テ
ン
語
の
礼
拝
か

ら
各
国
語
の
礼
拝
へ
、
聖
書
の
各
国
語
訳
な
ど

に
始
ま
り
、
教
会
間
の
対
話
か
ら
共
同
の
礼
拝
、

「
義
認
の
教
理
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
と
い
う
教

理
的
問
題
で
の
相
互
理
解
な
ど
、
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
な
関
わ
り
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
な
の
で
あ
る
。

　

カ
ス
パ
ー
枢
機
卿
は
歴
史
上
の
こ
の
流
れ
、

こ
の
視
点
か
ら
ル
タ
ー
を
積
極
的
に
評
価
し
、

現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
会
の
関
係
に
も
生
か

そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
自
身
は
こ
の

流
れ
が
従
来
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
間
で
エ

キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
実
現
さ
れ
て
き
た

も
の
に
決
定
的
な
一
石
を
投
じ
て
い
る
と
理
解

し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
「
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の

視
点
か
ら
見
る
ル
タ
ー
」
な
の
で
あ
り
、
こ
こ

で
も
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
は
続
い
て
い
る
と
言

う
べ
き
だ
ろ
う
。 

（
名
誉
教
授
）

違
う
角
度
か
ら
の
『
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
』

　
　
カ
ス
パ
ー
枢
機
卿
の
著
作
を
勧
め
る�

徳
善　

義
和
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ル
タ
ー
の
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』、
そ
れ
は

罪
か
ら
の
自
由
を
説
く
「
魂
の
自
由
」
の
書
と

し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
の
中
に
、
キ

リ
ス
ト
か
ら
与
え
ら
れ
る
そ
の
自
由
を
も
っ
て
、

悪
が
支
配
す
る
現
実
社
会
を
生
き
る
た
め
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
真
摯
な
試
み
、

そ
れ
が
こ
の
日
の
石
居
所
員
の
講
演
だ
っ
た
。

　

近
代
的
人
間
の
自
由
意
思
に
対
し
て
、
ル

タ
ー
は
奴
隷
的
意
志
を
語
り
、
悪
い
欲
望
に
囚

わ
れ
る
虚
し
さ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
キ
リ
ス

ト
の
十
字
架
に
よ
っ
て
魂
が
解
放
さ
れ
満
た
さ

れ
る
と
い
う
福
音
を
宣
べ
た
。
さ
ら
に
こ
の
世

で
の
「
愛
と
奉
仕
」
に
生
き
る
と
き
、
そ
れ
は

必
然
的
に
悪
魔
の
支
配
に
晒
さ
れ
る
。

　

石
居
氏
は
、
現
代
を
覆
う
悪
の
力
と
し
て
人

間
関
係
を
破
壊
す
る
成
果
主
義
、
弱
者
・
少
数

者
を
圧
迫
す
る
社
会
構
造
、
生
き
る
意
味
を
喪

失
さ
せ
欲
望
を
増
殖
さ
せ
る
「
暗
闇
」
等
々
を

挙
げ
つ
つ
、
こ
の
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
自
分
を
受

け
入
れ
、「
す
べ
て
を
抱
き
し
め
て
生
き
る
」
た

め
に
は
、
こ
の
現
実
の
中
で
た
だ
「
キ
リ
ス
ト
と

と
も
に
」
十
字
架
を
生
き
る
と
の
ル
タ
ー
の
主

張
の
核
心
を
語
っ
た
。
そ
れ
は
自
ら
苦
難
を
引

き
受
け
る
こ
と
と
、「
ひ
と
り
の
小
さ
な
キ
リ
ス

ト
」
と
し
て
他
者
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
悪
の
支
配
す
る
現
実
に

耐
え
、
な
お
確
か
な
安
ら
ぎ
を
受
け
て
、
終
末

二
〇
一
六
年
度
秋
の
講
演
会

「『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
に
お
け
る
悪
の
問
題
」
石
居
所
員

鈴
木
所
長
は
歴
史
的
「
ル
ー
テ
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
合
同
礼
拝
」
を
報
告

に
約
束
さ
れ
て
い
る
神
の
国
に
お
け
る
正
義
と

公
平
、
平
和
を
見
据
え
つ
つ
、
今
の
時
代
で
神

の
み
業
に
参
与
す
る
こ
と
だ
と
締
め
括
っ
た
。

　

鈴
木
所
長
は
、
宗
教
改
革
か
ら
五
百
年
を
経

て
史
上
初
め
て
実
現
し
た
ル
ン
ド
大
聖
堂
で
の
平

和
の
た
め
の
ル
ー
テ
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
合
同
礼
拝

か
ら
帰
国
し
た
直
後
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
体

験
し
た
こ
と
を
臨
場
感
溢
れ
る
言
葉
で
語
っ
た
。

目
の
前
で
見
た
ル
ー
テ
ル
世
界
連
盟
議
長
と

ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
る
共
同
司
式
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

国
王
の
臨
席
、
共
同
声
明
（
本
紙
二
面
の
記
事

参
照
）
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
一
人
称
で
伝
え
、

参
加
者
に
歴
史
的
な
出
来
事
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。

　

昨
年
一
一
月
一
三
日
（
日
）
に
む
さ
し
の
教
会
を

会
場
に
開
か
れ
た
「
秋
の
公
開
講
演
会
」
に
は
四
〇

名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
っ
た
。 
（
所
員　

江
藤
直
純
）

 

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
神
学
者
ア
ウ
レ
ン
の
『
勝

利
者
キ
リ
ス
ト
』
は
、
贖
罪
論
（
罪
人
の
贖
い

に
関
す
る
教
え
）
を
歴
史
的
に
論
じ
た
画
期
的

な
書
物
で
あ
る
。
聖
書
に
は
、
救
い
の
出
来
事

を
言
い
表
す
様
々
な
言
葉
や
イ
メ
ー
ジ
が
出

て
来
る
。
例
え
ば
、「
救
い
」、「
贖
い
」、「
義

認
」、「
永
遠
の
命
」、「
罪
の
赦
し
」
な
ど
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
救
い
の
出
来
事
を
示
す
「
罪

人
の
贖
い
」
と
い
う
概
念
が
、
ど
の
よ
う
に
理

解
さ
れ
て
き
た
の
か
を
歴
史
的
に
分
析
し
た
の

が
、
本
書
で
あ
る
。

　
「
贖
い
」
と
い
う
言
葉
は
、「
買
い
戻
す
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
罪
と
悪
魔
の
奴

隷
に
な
っ
て
い
る
罪
人
を
買
い
戻
す
こ
と
が
、

救
い
の
出
来
事
な
の
だ
、
と
い
う
理
解
の
こ
と

で
あ
る
。
救
い
の
出
来
事
を
そ
の
よ
う
な
枠
組

み
で
理
解
し
た
背
景
は
、
聖
書
が
書
か
れ
た
時

代
が
、「
奴
隷
制
社
会
」
だ
っ
た
こ
と
と
大
き

な
関
係
が
あ
る
。
奴
隷
は
主
人
に
お
金
で
買
い

取
ら
れ
て
い
た
。
奴
隷
身
分
か
ら
の
解
放
は
、

「
買
い
戻
す
」
こ
と
し
か
な
か
っ
た
。
最
初
期

の
教
会
や
そ
れ
に
続
く
時
代
に
は
、
教
会
員
に

奴
隷
身
分
の
人
が
大
勢
い
た
。
神
の
恵
み
が
、

悪
魔
の
奴
隷
に
な
っ
て
い
た
人
を
「
買
い
戻

す
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
た
と
き
、
そ

れ
は
、
奴
隷
身
分
の
人
に
は
大
き
な
説
得
力
を

持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
ア
ウ
レ
ン
が
言
う
よ

ル
タ
ー
研
究
の
名
著
シ
リ
ー
ズ

グ
ス
タ
ー
フ
・
ア
ウ
レ
ン
『
勝
利
者
キ
リ
ス
ト
』

 

（
佐
藤
敏
夫
・
内
海
革
訳
、
教
文
館
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
、
二
〇
〇
四
年
）

 

所
長　

鈴
木
　
　
浩

う
に
、
少
な
く
と
も
初
代
教
会
の
時
代
に
は
、

「
贖
罪
と
い
う
主
題
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て

絶
対
的
に
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
」。

　

ア
ウ
レ
ン
は
、
ル
ン
ド
学
派
の
ル
タ
ー
学
者

ら
し
く
、「
モ
チ
ー
フ
研
究
」
と
い
う
手
法
を

使
っ
て
、
贖
罪
論
を
三
つ
の
タ
イ
プ
に
類
型
化

す
る
。
す
な
わ
ち
、「
古
典
的
類
型
」、「
ラ
テ

ン
的
類
型
」、「
主
観
的
類
型
」
で
あ
る
。
ア
ウ

レ
ン
は
、
本
書
の
第
六
章
で
ル
タ
ー
の
贖
罪
論

を
論
じ
て
い
る
が
、
冒
頭
で
「
ル
タ
ー
神
学
の

中
で
贖
罪
に
関
す
る
か
れ
の
教
え
ほ
ど
大
ま
か

に
一
括
し
て
扱
わ
れ
た
り
、
ひ
ど
く
誤
解
さ
れ

た
り
し
て
来
た
も
の
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
」

と
書
き
出
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
根
本
的

な
失
敗
は
、
こ
の
主
題
に
関
す
る
か
れ
の
教
え

が
ア
ン
セ
ル
ム
ス
型
（
ラ
テ
ン
的
類
型
）
に
属

し
て
い
る
と
仮
定
し
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
」

と
指
摘
さ
れ
る
（
一
二
〇
頁
）。
そ
し
て
、
ア

ウ
レ
ン
は
「
ル
タ
ー
の
教
え
は
、
教
父
た
ち
に

よ
っ
て
非
常
に
深
み
の
あ
る
仕
方
で
教
え
ら
れ

た
、
古
い
古
典
的
贖
罪
思
想
の
テ
ー
マ
の
復
興

と
し
て
の
み
正
し
く
理
解
さ
れ
う
る
」
と
結
論

づ
け
る
（
一
二
一
頁
）。

　

ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
、「
義
認
論
」
と
の
関

連
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
救
い
の
出
来

事
を
「
贖
罪
」
と
い
う
観
点
で
見
る
の
も
刺
激

的
で
あ
る
。

↓
（
七
面
二
段
目
よ
り
）

と
い
う
言
葉
は
英
語
訳
よ
り
も
、
私
の
心
の
深

い
と
こ
ろ
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
を
離
れ

て
も
私
は
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
日
本
の
教
会

と
本
学
で
頂
い
た
恵
み
を
一
生
涯
、
忘
れ
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
。
共
に
ル
タ
ー
に
つ
い
て
学
ば
せ

て
頂
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
神
か
ら
与
え

ら
れ
た
恵
み
で
す
。
皆
さ
ま
と
一
緒
に
歩
ま
せ

て
い
だ
た
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
所
員
・
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教
授
）
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今
年
は
宗
教
改
革
五
百
年
を
記
念
す
る
年
と

な
り
ま
す
が
、
私
が
按
手
を
受
け
て
か
ら
二
五

年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
念
の
年

に
、
ル
タ
ー
の
著
作
の
中
か
ら
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
自
分
が
最
も
影
響
を
受
け
て
何
回
も
読

み
直
し
て
き
た
著
作
は
ル
タ
ー
の
『
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
に
お
け
る
討
論
』
だ
と
言
え
ま
す
。
こ

の
著
作
の
最
後
の
命
題
28
は
、
幾
ら
年
を
重
ね

て
い
っ
て
も
、
ル
タ
ー
が
表
現
し
た
「
十
字
架

の
愛
」
と
い
う
言
葉
の
存
在
感
を
自
分
の
人
生

の
歩
み
の
中
で
益
々
大
き
く
さ
せ
る
一
方
で
す
。

　

ル
タ
ー
に
よ
る
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

十
字
架
の
受
難
の
中
に
神
の
愛
が
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
信
仰
を
通
し
て
神
の
愛
で
あ
る

恵
み
を
人
間
は
頂
き
ま
す
。
命
題
28
で
、
ル

タ
ー
は
次
の
よ
う
に
書
き
ま
す
。「
人
間
の
中

に
生
き
て
い
る
神
の
愛
は
、
罪
人
、
悪
人
、
愚

か
者
、
弱
い
者
を
愛
し
、
こ
う
し
て
彼
ら
を
義

人
、
善
人
、
賢
い
者
、
強
い
者
に
し
、
か
く
て

む
し
ろ
流
れ
出
て
行
っ
て
、
善
い
も
の
を
与
え

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
罪
人
は
愛
さ
れ
て

い
る
が
ゆ
え
に
美
し
い
の
で
あ
っ
て
、
美
し
い

が
ゆ
え
に
愛
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
人
間
の
愛

は
罪
人
や
悪
人
を
避
け
る
。
こ
う
し
て
キ
リ
ス

ト
は
、『
私
が
来
た
の
は
、
義
人
を
招
く
た
め

で
は
な
く
、
罪
人
を
招
く
た
め
で
あ
る
』
と
語

り
た
も
う
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
も
の
こ
そ

十
字
架
か
ら
生
ま
れ
る
十
字
架
の
愛
で
あ
る
。

こ
の
愛
は
、
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
善
に
出

「
十
字
架
の
愛
」�

テ
ィ
モ
シ
ー
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

会
う
場
所
で
は
な
く
、
む
し
ろ
悪
し
き
も
の
や

悲
惨
な
も
の
に
善
を
与
え
る
場
所
に
お
も
む
く

の
で
あ
る
」。

　

こ
れ
は
ル
タ
ー
が
説
い
た
「
十
字
架
の
愛
」

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
愛
は
人
間
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
新
し
く
し
て
全
う
す
る
愛
な
の

で
す
。
自
分
の
年
と
経
験
を
重
ね
て
い
く
中

で
、
自
分
の
力
の
限
界
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
若
い
頃
に
、
自
分
は
何
で
も

で
き
る
と
い
う
よ
う
な
思
い
は
よ
く
あ
り
ま
し

た
が
、
少
し
熟
し
た
自
分
と
若
い
頃
の
自
分
を

比
較
す
れ
ば
、
自
分
の
中
か
ら
出
せ
る
善
き
も

の
の
小
さ
さ
と
無
力
さ
も
は
っ
き
り
見
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
無
力
さ
に

対
し
て
、
神
様
に
与
え
ら
れ
た
恵
み
で
あ
る
信

仰
の
力
と
大
切
さ
に
つ
い
て
は
、
ほ
ん
の
少
し

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の

「
十
字
架
の
愛
」
の
み
が
、
私
た
ち
を
神
の
子

と
し
て
新
し
く
創
り
上
げ
て
、
私
た
ち
に
奉
仕

者
と
し
て
の
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

与
え
て
下
さ
る
の
で
す
。

　

今
年
の
三
月
末
に
、
短
期
宣
教
師
（
J
─

3
）
の
経
験
を
含
め
た
二
八
年
間
の
宣
教
師
歴

を
終
え
、
帰
国
し
ま
す
。
私
は
日
本
の
教
会
と

本
学
か
ら
沢
山
の
恵
み
を
頂
き
ま
し
た
。
よ
く

考
え
れ
ば
、
自
分
の
大
人
と
し
て
の
信
仰
の
形

づ
く
り
と
そ
の
仕
上
げ
は
日
本
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
本
語
訳
の
ル
タ
ー
の
「
十
字
架
の
愛
」

↑
（
六
面
二
段
目
へ
）

　

一
五
二
二
年
に
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
の
ド
イ
ツ
語
訳

を
出
版
し
た
の
ち
、
ル
タ
ー
は
翌
一
五
二
三
年
か
ら
旧
約
聖
書
の
翻
訳

に
取
り
か
か
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
典
か
ら
の
翻
訳
で
ル
タ
ー
は
苦
労
す

る
の
だ
が
、
大
学
の
同
労
者
と
く
に
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
（
彼
は
語
学
の
天

才
）
の
協
力
を
得
て
よ
う
や
く
翻
訳
を
終
え
た
。
こ
う
し
て
一
五
三
四

年
、
旧
新
約
を
合
わ
せ
た
ル
タ
ー
訳
ド
イ
ツ
語
『
聖
書
』
が
出
版
さ
れ

た
。
牛
一
頭
分
の
価
格
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
ル
タ
ー
は
そ
の
後
も
推

敲
と
修
正
を
続
け
、
一
五
四
一
年
、
一
五
四
五
年
に
改
訂
版
が
出
版
さ

れ
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
一
九
八
三
年
に
旧
東
ド
イ
ツ
で
発
行
さ
れ
た
、

ル
タ
ー
生
誕
五
百
年
記
念
の
う
ち
の
一
枚
、
一
五
四
一
年
版
ル
タ
ー

訳
聖
書
の
表
紙
が
描
か
れ
た
小
型
シ
ー
ト
で
あ
る
。
表
紙
の
中
央
に
は

「
聖
書
、
こ
れ
は
聖
な
る
書
物
の
ド
イ
ツ
語
全
訳
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
博
士
、
ザ
ク
セ
ン
の
自
由
の
た
め
に
選
帝
侯
の
恵
み
に
よ
っ
て
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ン

ベ
ル
ク
、
ハ
ン

ス
・
ル
フ
ト
に

よ
る
（
印
刷
）、

一
五
四
一
」
と

記
さ
れ
て
い

る
。
右
側
切

手
の
デ
ザ
イ

ン
に
は
、
表
紙

中
の
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ル
タ
ー
博

士
の
頭
文
字

三
字
が
あ
し
ら

わ
れ
て
い
る
。

切手に見るルター � ルター訳聖書� 大分・別府・日田教会牧師　野 村　陽 一
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●
宗
教
改
革
五
〇
〇
周
年
関
連

　

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
三
日
（
祝
日
）
に
、

長
崎
の
浦
上
天
主
堂
（
カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上
教

会
）
で
、「
宗
教
改
革
五
〇
〇
周
年
」
を
記
念

し
て
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
の
合
同
礼
拝
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
る
。
参
加
す
る
た
め
に
は
「
入
場

券
」
が
必
要
な
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

ら
か
じ
め
申
し
込
む
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
と
は

別
に
、
各
教
区
で
も
独
自
な
催
し
が
予
定
さ
れ

て
い
る
（
詳
細
は
各
教
区
に
）。

●
公
開
講
座
（
二
〇
一
七
年
度
前
期
）

　

前
期
は
「
ル
タ
ー
の
生
涯
」（
江
口
副
所
長

担
当
）
と
「
ル
タ
ー
原
典
講
読
（
ラ
テ
ン
語
）」

（
鈴
木
所
長
担
当
）
が
開
か
れ
る
。「
ル
タ
ー
の

生
涯
」
は
土
曜
日
の
午
前
一
〇
時
半
か
ら
正
午

ま
で
、「
原
典
講
読
（
ラ
テ
ン
語
）」
は
、
木
曜

日
の
午
後
一
時
一
〇
分
か
ら
二
時
四
〇
分
ま
で

行
わ
れ
る
。
な
お
、「
ル
タ
ー
原
典
講
読
（
ド

イ
ツ
語
）」（
江
口
副
所
長
担
当
）
は
、
今
年
度

は
閉
講
と
な
る
。

●
「
信
徒
と
牧
師
の
た
め
の
ル
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

　

六
月
の
五
日
（
月
）
か
ら
七
日
（
水
）
に
か

け
て
、「
マ
ホ
ロ
バ
マ
イ
ン
ズ
三
浦
」
を
会
場

に
行
わ
れ
る
。
主
題
は
、「
宗
教
改
革
五
〇
〇

周
年
と
わ
た
し
た
ち
」（
五
回
シ
リ
ー
ズ
の
最

終
回
）
で
あ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
い
つ
も
は

牧
師
主
体
だ
が
、
今
回
は
信
徒
の
方
々
の
参
加

も
求
め
て
、
六
〇
人
規
模
（
通
常
は
二
五
人
規

模
）
で
行
わ
れ
る
。
信
徒
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
「
秋
の
講
演
会
」

　

今
年
の
講
演
会
は
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
東

京
教
会
を
会
場
に
開
か
れ
る
。
日
程
は
一
〇

月
三
一
日
（
宗
教
改
革
記
念
日
）。
主
催
は
ル

タ
ー
研
究
所
で
あ
る
が
、
今
回
は
「
講
演
と
音

楽
の
夕
べ
」
と
銘
打
っ
て
お
り
、「
ム
ジ
カ
・

サ
ク
レ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」（
指
揮
、
山
田
実
氏
）

の
演
奏
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

●
発
足
以
来
五
〇
年
に
な
る
「
一
致
に
関
す
る

ル
ー
テ
ル
＝
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
委
員
会
」

は
、
今
年
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

の
招
待
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ル
ー
テ
ル
教
会

（
開
催
地
、
未
定
）
で
七
月
半
ば
に
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

●
ル
タ
ー
研
究
所
の
働
き
は
、
皆
さ
ん
方
の
献

金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

五
〇
〇
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
つ
も

よ
り
や
や
多
目
の
経
費
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

ル
ー
テ
ル
学
院
・
ル
タ
ー
研
究
所

　

三
鷹
市
大
沢
三
─
一
〇
─
二
〇

　

電
話
〇
四
二
二
─
三
一
─
四
六
一
一
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研究所ニュース

宗
教
改
革
五
〇
〇
周
年
の
年
に
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長
　
鈴
木
　
　
浩

◦日　時 2017 年 6 月 5 日㈪ 午後 3 時～ 6 月 7 日㈬ 12 時

◦場　所 マホロバ・マインズ三浦（神奈川県三浦市）

◦費　用 2 万 5 千円（宿泊、食事、資料代込み）
◦申し込み方法
メール neto@luther.ac.jp、FAX（0422）33－6405
はがき 181-0015　三鷹市大沢 3-10-20

   ルーテル学院大学ルター研究所

◦定　員	 60 名　4 月末日必着（定員に達したら締め切ります）

１．ルターの生涯
２．「95ヶ条」を学ぶ
３．宗教改革時代の美術
４．ルターと聖書
５．カトリック教会とルーテル教会の
　　エキュメニズムの流れ
質問コーナーの時間、話し合い、音楽鑑賞

◦内容・プログラム

宗教改革 500 年記念
今年は信徒と牧師のためのルター・セミナー

「500年の年、ルターに出会う!」

例年、ルター研究所は秋に公開講演会を開催しています。
今年は特別な年だから

「講演と音楽の夕べ」を催します。
日時	 2017年 10月31日㈫　午後 6時 30 分～
会場	 日本福音ルーテル東京教会
 （JR 山手線「新大久保駅」から徒歩 5 分）

	 ルター学者２名による講演
	 ムジカ・サクレ・トウキョウによる合唱（指揮　山田実氏）

主催　ルーテル学院大学・神学校　ルター研究所
（J 九州教区）


